
GPが行うべき矯正とは「歯を並べること」ではなく、「咬合を整えること」。
本講演では、矯正専門医ではないGPが、日常臨床の中でどのようにiGoとiTeroを活用し、咬合再構成や欠損補綴と連動した治療設計
を行っているかを、具体的な症例とともに紹介します。
iGo導入から数年、さまざまな臨床シーンで応用してきた経験をもとに、矯正未経験でも無理なく始められる運用のコツやケース選定
のポイントを共有いたします。明日からの包括診療に役立つヒントをお届けします。

近年、インビザラインGo（iGo）は透明なアライナーを用いた部分矯正手法として注目されているが、私たち一般歯科医（GP）にとっての最大の
価値は、単なる歯列の改善ではなく、咬合の安定を目的とした包括的治療の中での活用にある。
当院では2020年にiGoを導入し、5年で症例数は300症例を超えた。現在、年間症例数は兵庫県で第2位、全国でも第13位の実績となっている。
これは矯正専門医ではないGPによる活用例として、ひとつの到達点とも言えるのではないかと考えている。
本講演では、矯正専門医ではないGPである私が、日常臨床においてiGoを“咬合再構成ツール”としてどのように活用しているかを紹介する。
アンテリアガイダンスの確保や咬合崩壊の早期介入といった観点に加え、インプラント治療や欠損補綴と連動した治療計画の中でのiGoの役割
について、具体的な症例を交えて考察する。
また、iTeroスキャナーは矯正のための装置にとどまらず、補綴治療やインプラント治療における精密な診査・診断・設計に有用な臨床機器である
と考えている。咬合接触や歯列アーチの不調和を可視化・評価することで、補綴や矯正を含む治療戦略をより精密に立案することが可能となる。
GPに求められる治療のゴールは、審美的な改善だけでなく、機能的かつ永続性のある咬合の再構築にある。
矯正の専門知識がなくても、iGoとiTeroを戦略的に活用することで、咬合のコントロールを通じて補綴治療の精度と予後の安定性を高めること
が可能である。本講演では、GP臨床におけるその実際と可能性を共有したい。
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